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今回が初めての青年対策交流会参加となります。北海道には青年部は組織しておりませ

んが北海道を代表しての参加となります。 
1 日目は松永書記長より「三六協定」や「産別協定」についてのオルグを受けました。

協定について名前は聞いたことありましたが内容は深く理解しておりませんでした。今回

分かりやすい資料や説明を受け、協定の重要さ学ぶことができましたので北海道へ帰った

後も組合員へ協定とは何かを説明していきたいと思います。 
2 日目は千葉中執より「災害時における港湾従事者について」のオルグを受けました。

特に心に残ったことは、東日本大震災の当時の港湾の写真や災害時の避難～災害後の作業

について何を行ってきたのかを学び、メディアでは報道されない大変さや過酷さがあった

ことです。北海道釧路も今後 大地震、大津波が来ると言われていますので、港湾仲間が体

験したことを学び、未来の自分達が安全に避難できるよう胸に刻みたいです。 
最後となりますが、この 3 日間はとても有意義な時間でした。学んだ事は自分の中に留

めておくだけではなく、地元組合員の仲間達へ発信していきたいと思います。また、レク

レーションのドッジボールや夜の懇親会で全国の仲間達との交流ができたことが何より楽

しかったです。次の北海道からの参加者が誰になるのか分かりませんが、この交流会が今

後も活発に開催されることを楽しみにしています。 


